
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 
 
学校名 千葉大学 
設置者名 国立大学法人千葉大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 

全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門 

科目 
合計   

国際教養学部 国際教養学科 
夜・ 

通信 

 

 

 111 111 13  

文学部 人文学科 
夜・ 

通信 
 915 915 13  

法政経学部 法政経学科 
夜・ 

通信 
 636 636 13  

教育学部 

学校教員養成

課程 

夜・ 

通信 
 1320 1320 13  

小学校教員養

成課程 

夜・ 

通信 
 272 272 13  

中学校教員養

成課程 

夜・ 

通信 
 498 498 13  

特別支援教育

教員養成課程 

夜・ 

通信 
 16 16 13  

幼稚園教員養

成課程 

夜・ 

通信 
 16 16 13  

養護教諭養成

課程 

夜・ 

通信 
 55 55 13  

理学部 

数学・情報数

理学科 

夜・ 

通信 

 

 

78 78 13  

物理学科 
夜・ 

通信 
58 58 13  

化学科 
夜・ 

通信 
102.5 102.5 13  

生物学科 
夜・ 

通信 
238 238 13  

地球科学科 
夜・ 

通信 
56 56 13  



  

工学部 

総合工学科 
夜・ 

通信 
 1091 1091 13  

建築学科 
夜・ 

通信 
 153 153 13  

都市環境シス

テム学科 

夜・ 

通信 
 158 158 13  

デザイン学科 
夜・ 

通信 
 207 207 13  

機械工学科 
夜・ 

通信 
 47 47 13  

メディカルシ

ステム工学科 

夜・ 

通信 
 80 80 13  

電気電子工学

科 

夜・ 

通信 
 71 71 13  

ナノサイエン

ス学科 

夜・ 

通信 
 106 106 13  

共生応用化学

科 

夜・ 

通信 
 85 85 13  

画像科学科 
夜・ 

通信 
 62 62 13  

情報画像学科 
夜・ 

通信 
 62 62 13  

園芸学部 

園芸学科 
夜・ 

通信 

 

 

221 221 13  

応用生命化学

科 

夜・ 

通信 
132 132 13  

緑地環境学科 
夜・ 

通信 
248 248 13  

食料資源経済

学科 

夜・ 

通信 
137 137 13  

医学部 医学科 
夜・ 

通信 
 63 63 19  

薬学部 

薬学科 
夜・ 

通信  

 

296 296 19  

薬科学科 
夜・ 

通信 
128 128 13  

看護学部 看護学科 
夜・ 

通信 
 221 221 13  

（備考） 

・本学のカリキュラム構成上、全学共通科目と学部等共通科目を厳密に区別することが

困難なこと、及び各分野の実践的教育を学生に提供するという実務経験のある教員によ

る授業の実施の趣旨に鑑み、実務経験をより実践的教育へ活用することができる専門科

目のみを集計対象とした。 

・教育学部については、1 年は新課程、2～4 年は旧課程について計上。工学部について

も、1～3年は新課程、４年は旧課程について計上して記載している。 

 

 

 



  

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
千葉大学ホームページ内のシラバス関連のコンテンツを掲載したページにおいて公開す

る。（URL: http://www.chiba-u.ac.jp/campus-life/syllabus/index.html） 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 千葉大学 
設置者名 国立大学法人千葉大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
千葉大学ホームページ 

http://www.chiba-u.ac.jp/general/management/director.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 
国立大学法人（他法

人）役員（前職） 

平成 30 年 4月 1日 

～ 

令和 2年 3月 31 日 
総務（事務局長） 

非常勤 弁護士（現職） 
平成 31 年 4月 1日 

～ 

令和 3年 3月 31 日 
法務 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 千葉大学 

設置者名 国立大学法人千葉大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

シラバスを全科目において作成するとともに、各回の授業内容をはじめ、科目の到達

目標、授業形態、事前・事後学修の内容及び成績評価の方法・基準等を記載し、千葉大

学ホームページで公開する等の方法で学生に周知している。 

 

授業計画書の公表方法 
千葉大学ホームページ 

http://www.chiba-u.ac.jp/education/index.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
「『千葉大学の教育・研究』に対する意識・満足度調査」や授業評価アンケート（部

局ごと）等の調査を行い、学習成果の把握や授業改善を進めている。なお、授業評価ア

ンケートは、授業担当教員に対し、学生が直接コメントを送ることができる仕組みとな

っている。 

 また、卒業論文、卒業研究等の卒業時の学習成果の把握に加え、大学負担により TOEFL

試験、 TOEIC 試験を全学生に受験させ、一定以上のスコアを単位認定要件とするなど、

外部試験を利用した取組みも進めている。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

成績管理については、ＧＰＡ制度を全学的に導入することにより、学生に対するきめ

細やかな履修指導、学生自身による学習習熟度の把握等に活用している。 

 

≪概要≫  

秀：４.０、優：３.０、良：２.０、可：１.０、不可：０と換算し、それぞれに修得単

位数を乗じた合計数を、総履修登録単位数で割る。（最大４．０） 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

千葉大学ホームページ 

http://www.chiba-u.ac.jp/campus-life/syllabus/files/k

ubun_gpa.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

大学における学位授与の全学方針と、これに即した各学部における学位授与の方針と

を定め、すべてを WEB により公開を行うとともに、毎年度見直しを実施している。 

また、卒業の認定においては、在籍要件、卒業要件単位修得状況の確認を、教務委員

会、教授会等にて実施している。 

  

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
千葉大学ホームページ 

http://www.chiba-u.ac.jp/education/policy/degree.html 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。 

学校名 千葉大学 

設置者名 国立大学法人千葉大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://www.chiba-u.ac.jp/general/disclosure/announce/finance.html#n 
収支計算書又は損益計算書 http://www.chiba-u.ac.jp/general/disclosure/announce/finance.html#n 

財産目録 - 
事業報告書 http://www.chiba-u.ac.jp/general/disclosure/announce/finance.html#n 
監事による監査報告（書） http://www.chiba-u.ac.jp/general/disclosure/announce/finance.html#n 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：平成 31 年度計画   対象年度：平成 31 年度） 

公表方法：千葉大学ホームページ（1.中期目標・中期計画・年度計画） 

http://www.chiba-u.ac.jp/general/disclosure/announce/index.html 

中長期計画（名称：第 3期中期目標、第 3期中期計画 対象年度：平成 28～令和 3年度） 

公表方法：千葉大学ホームページ（1.中期目標・中期計画・年度計画） 

http://www.chiba-u.ac.jp/general/disclosure/announce/index.html 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：公表方法：千葉大学ホームページ（11.その他 年度計画の実施状況に基づ

く自己点検・評価書） 

http://www.chiba-u.ac.jp/general/disclosure/announce/index.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：千葉大学ホームページ（7.認証評価に関する評価結果） 

http://www.chiba-u.ac.jp/general/disclosure/announce/index.html 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名  

教育研究上の目的 

（公表方法：千葉大学ホームページ 

http://www.chiba-u.ac.jp/general/disclosure/teaching/list.html） 

（概要） 

 

本学は教育基本法の精神に則り、広く知識を授け人格の陶冶を図るとともに、深く専

門の学芸を教授研究し、大学院においては、学術の理論及び応用を教授研究してその

深奥を究め、以て文化の進展に寄与する有為な人材を養成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：千葉大学ホームページ 

http://www.chiba-u.ac.jp/education/policy/degree.html） 

（概要） 

 

「自由・自立の精神」 

・自立した社会人・職業人として、自己の設定した目標を実現するために自ら新しい

知識、能力を獲得でき、自己の良心に則り社会の規範やルールを尊重して高い倫理

性をもって行動できる。 

 

「地球規模的な視点からの社会とのかかわりあい」 

・自己の専門領域の社会的、文化的位置づけを理解し、自己の専門的能力を地球社会

と地域社会の持続的な発展のために役立てることができる。 

 

「普遍的な教養」 

・国内外の多様な文化・価値観、社会、自然、環境について深く理解し、人類や社会

が直面する課題について主体的な認識と判断力をもって取り組むことができる。 

 

「専門的な知識・技術・技能」 

・専門領域に関して体系的に修得した知識・技術・技能をもとに、直面する状況にお

ける問題解決に向けた実証的・論理的思考を展開し、イノベーション創出につなげ

ることができる。 

 

「高い問題解決能力」 

・専門領域の事項も含めて、他者と考えや情報を共有でき、それに基づいて協調・協

働して行動し、主体的学修を通じて問題解決に取り組み、解決の方向性を提案する

ことができる。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：千葉大学ホームページ 

http://www.chiba-u.ac.jp/education/policy/curriculum.html） 



  

（概要） 

 

「自由・自立の精神」を堅持するために 

・学生が自ら設定した目標の達成に向けて、継続的に自己を評価・検証しつつ主体的

な学修を可能とする教育課程を編成し、提供する。 

・専門職業人としての倫理教育を行うとともに、教育課程全般の修学にわたり、社会

の規範やルールを尊重する姿勢を涵養する。 

 

「地球規模的な視点からの社会とのかかわりあい」を持つために 

・幅広い視野の醸成、批判的精神の涵養、豊かな教養に裏打ちされた全人的な人間性

の陶冶を目的とする普遍教育を提供するとともに、専門導入教育を充実し、それら

を基盤として学生が自己の専門領域を修得する意義を理解できる教育機会を提供す

る。 

・諸課題が地球規模となる時代に対応した教育環境を提供するとともに、地域を支え

る人材育成に取り組む。 

 

「普遍的な教養」を涵養するために 

・国内外の多様な文化・価値観、社会、自然、環境を深く理解し、人類や社会が直面

する課題に取り組む普遍教育科目を体系的に提供する。 

 

「専門的な知識・技術・技能」を修得するために 

・専門領域での必須事項を段階的・体系的に修得できる教育課程を編成し、提供する。 

・修得した専門領域での知識、論理的思考や表現の手段を、学生が主体的に活用でき

る実践的教育の機会を効果的に提供する。 

・社会に貢献し、社会を牽引するイノベーション創出のための教育環境づくりを進め

る。 

 

「高い問題解決能力」を育成するために 

・専門教育とも連携したコミュニケーション教育を提供する。 

・情報通信技術の活用も含め、必要な情報を適切に収集する方法を修得し、情報を適

切に発信することのできる教育の機会を提供する。 

・学生が、グループを単位として、専門領域での問題解決に主体的・能動的に取り組

む教育の機会を提供する。 

・専門領域での問題に関して、社会の要求を踏まえた問題解決を実践できる教育の機

会を提供する。 

 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：千葉大学ホームページ 

http://www.chiba-u.ac.jp/exam/gakubu/adpolicy.html） 

（概要） 

 

１千葉大学の求める入学者 

千葉大学は，総合大学として多様な研究・教育組織から構成されており，その知

的環境を十分に利用して，問題解決能力を培い，創造的能力を育み，自発的な精神

を養い，社会と文化の発展とともに，人類の平和と地球環境の保全に貢献する人材

の育成を目指しています。 

 

千葉大学は『つねに，より高きものをめざして』の理念のもと，次のような向上心あ

ふれる人の入学を求めています。 



  

１．現代社会を生きていく人間として欠くことのできない国際的，倫理的，知的な

素養を備え，さらに向上させていこうとする熱意を持つ人 

２．本学での修学について強い好奇心，関心を持ち，問題について自発的に探求し， 

問題解決の能力を高めていこうとする意欲を持つ人 

３．本学入学後の修学に必要な基礎学力として十分な知識・実技能力を持つ人 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：千葉大学ホームページ 

http://www.chiba-u.ac.jp/general/management/files/2019soshikizu.pdf 

 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 12 人 － 12 人

国際教養学部 － 15 人 17 人 6 人 5人 0人 43 人

教育学部 － 59 人 36 人 0 人 5人 0人 100 人

大学院園芸学研究科 － 29 人 22 人 6 人 8人 0人 65 人

大学院看護学研究科 － 16 人 11 人 5 人 15 人 0人 47 人

大学院人文科学研究院 － 36 人 18 人 0 人 2人 0人 56 人

大学院社会科学研究院 － 37 人 28 人 1 人 1人 3人 70 人

大学院理学研究院 － 42 人 33 人 3 人 18 人 0人 96 人

大学院工学研究院 － 74 人 69 人 1 人 37 人 0人 181 人

大学院医学研究院 － 43 人 36 人 33 人 69 人 0 人 181 人

大学院薬学研究院 － 19 人 14 人 5 人 20 人 0人 58 人

附属病院 － 12 人 16 人 35 人 163 人 0 人 226 人

その他 － 40 人 43 人 14 人 77 人 0 人 174 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 1,095 人 1,095 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法：公表方法：千葉大学研究者情報データベース CURT 

http://curt.chiba-u.jp/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

本学においては、全学的教育改革を推進する国際未来教育基幹の下に位置づけられているアカデミッ

ク・リンク・センターの下に「FD 推進専門委員会」を設置し、ファカルティ・ディベロップメント（FD）

の推進について全学的な取り組みを行っている。主な取り組みとしては、 

 

(1)全学 FD 研修会の企画・実施 

(2)各学部・研究科等が実施する部局別 FD の計画策定支援、モニタリング、評価 

(3)FD の推進に資するコンテンツの作成・提供 

 

があげられる。 



  

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

国際教養学部 90 人 100 人 111% 360 人 375 人 104% 0 人 0 人

文学部 170 人 179 人 105% 700 人 780 人 111% 10 人 11 人

法政経学部 370 人 373 人 100% 1,480 人 1,602 人 108% 0 人 0 人

教育学部 390 人 391 人 100% 1,605 人 1,695 人 105% 0 人 0 人

理学部 200 人 212 人 106% 800 人 886 人 110% 0 人 0 人

工学部 620 人 638 人 102% 2,650 人 2,858 人 107% 60 人 62 人

園芸学部 190 人 199 人 104% 760 人 825 人 108% 0 人 0 人

医学部 117 人 122 人 104% 722 人 742 人 102% 5 人 3 人

薬学部 90 人 90 人 100% 410 人 430 人 104% 0 人 0 人

看護学部 80 人 83 人 103% 340 人 334 人 98% 10 人 0 人

合計 2,317 人 2,387 人 103％ 9,827 人 10,527 人 107％ 85 人 76 人

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

文学部 
185 人

（100％）

10 人

（ 5.4％）

153 人

（82.7％）

22 人

（11.9％）

法政経学部 

（法経学部含む）

363 人

（100％）

20 人

（ 5.5％）

295 人

（81.3％）

48 人

（13.2％）

教育学部 
468 人

（100％）

32 人

（ 6.8％）

396 人

（84.6％）

40 人

（ 8.6％）

理学部 
213 人

（100％）

137 人

（64.3％）

63 人

（29.6％）

13 人

（ 6.1％）

工学部 
740 人

（100％）

497 人

（67.2％）

210 人

（28.4％）

33 人

（ 4.4％）

園芸学部 
192 人

（100％）

73 人

（38.0％）

108 人

（56.3％）

11 人

（ 5.7％）

医学部 
131 人

（100％）

0人

（ 0.0％）

0人

（ 0.0％）

131 人

（ 100％）

薬学部 
86 人

（100％）

42 人

（48.8％）

41 人

（47.7％）

3人

（ 3.5％）

看護学部 
82 人

（100％）

2人

（ 2.4％）

76 人

（92.7％）

4人

（ 4.9％）

合計 
2460 人

（100％）

813 人

（33.0％）

1342 人

（54.6％）

305 人

（12.4％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

NTT 東日本，アステラス製薬，東日本旅客鉄道，日立製作所等 



  

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

国際教養学部 
0 人

（   ％）

0人

（    ％）

0人

（    ％）

0人

（  ％）

0人

（   ％）

文学部 
187 人

（100％）

147 人

（78.6％）

36 人

（19.3％）

4人

（2.1％）

0人

（ 0％）

法政経学部 
378 人

（100％）

301 人

（79.6％）

72 人

（19.0％）

5人

（1.3％）

0人

（ 0％）

教育学部 
466 人

（100％）

425 人

（91.2％）

34 人

（ 7.3％）

7人

（1.5％）

0人

（ 0％）

理学部 
224 人

（100％）

182 人

（81.3％）

36 人

（16.1％）

6人

（2.7％）

0人

（  0％）

工学部 
655 人

（100％）

565 人

（86.3％）

79 人

（12.1％）

11 人

（1.7％）

0人

（  0％）

園芸学部 
214 人

（100％）

184 人

（86.0％）

27 人

（12.6％）

3人

（1.4％）

0人

（ 0％）

医学部 
117 人

（100％）

109 人

（93.2％）

8人

（ 6.8％）

0人

（ 0％）

0人

（ 0％）

薬学部 
88 人

（100％）

84 人

（95.5％）

4人

（ 4.5％）

0人

（ 0％）

0人

（ 0％）

看護学部 
83 人

（100％）

77 人

（92.8％）

5人

（ 6.0％）

1人

（1.2％）

0人

（ 0％）

合計 
2,412 人

（100％）

2,074 人

（86.0％）

301 人

（12.5％）

37 人

（1.5％）

0人

（  0％）

（備考） 

・編入学者は集計対象外とした。 

・医学部、薬学部薬学科については 2013 年入学者を入学者数として計上した。 

・除籍者、及び学外への転出者は中途退学者に含めた。 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

 各学部・学科・コース等にて開設する授業科目、授業の開講期、曜日時限、各回の授業内容

や方法等をシラバスに掲載し、年間の授業計画とともに、授業情報 WEB や冊子を通じて周知し

ている。 

 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 各学部・学科・コース等にて、卒業に必要となる基準単位を定めて、この基準単位を含

めた卒業要件を満たすことにより卒業を認定する。なお、認定にあたっては、在籍要件、

卒業要件単位修得状況の確認を、教務委員会、教授会等にて実施している。 

 



  

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

国際教養学部 国際教養学科 124 単位 ○有 ・無 単位

文学部 

人 文 学 科 

行動科学コース 
124 単位 ○有 ・無 単位

人 文 学 科 

歴史学コース 
124 単位 ○有 ・無 単位

人 文 学 科 

日本・ユーラシア文

化コース 

124 単位
○有 ・無 

単位

人 文 学 科 

国際言語文化学コ

ース 

124 単位
○有 ・無 

単位

法政経学部 法政経学科 124 単位 ○有 ・無 単位

教育学部 

学校教員養成課程 
小学校コース 

126 単位 ○有 ・無 単位

学校教員養成課程 
中学校コース 

126 単位 ○有 ・無 単位

学校教員養成課程 
小中専門教科コー

ス 

126 単位
○有 ・無 

単位

学校教員養成課程 
英語教育コース 

126 単位 ○有 ・無 単位

学校教員養成課程 
特別支援教育コー

ス 

126 単位
○有 ・無 

単位

学校教員養成課程 
乳幼児教育コース 

126 単位 ○有 ・無 単位

学校教員養成課程 
養護教諭コース 

126 単位 ○有 ・無 単位

理学部 

数学・情報数理学科 126 単位 ○有 ・無 単位

物理学科 131 単位 ○有 ・無 単位

化学科 132 単位 ○有 ・無 単位

生物学科 126 単位 ○有 ・無 単位

地球科学科 127 単位 ○有 ・無 単位

工学部 

総合工学科 
建築学コース 

130 単位 ○有 ・無 単位

総合工学科 
都市環境システム

コース 

130 単位
○有 ・無 

単位

総合工学科 
デザインコース 

130 単位 ○有 ・無 単位

総合工学科 
機械工学コース 

130 単位 ○有 ・無 単位

総合工学科 
医工学コース 

130 単位 ○有 ・無 単位

総合工学科 
電気電子工学コー

ス 

130 単位
○有 ・無 

単位

総合工学科 
物質科学コース 

130 単位 ○有 ・無 単位

総合工学科 130 単位 ○有 ・無 単位



  

共生応用化学コー

ス 

総合工学科 
情報工学コース 

130 単位 ○有 ・無 単位

園芸学部 

園芸学科 124 単位 ○有 ・無 単位

応用生命化学科 124 単位 ○有 ・無 単位

緑地環境学科 124 単位 ○有 ・無 単位

食料資源経済学科 124 単位 ○有 ・無 単位

医学部 医学科 192 単位 ○有 ・無 単位

薬学部 
薬学科（６年制） 189 単位 ○有 ・無 単位

薬科学科（４年制） 133 単位 ○有 ・無 単位

看護学部 看護学科 124 単位 ○有 ・無 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：千葉大学ホームページ（千葉大学 大学概要 2018） 

http://www.chiba-u.ac.jp/general/gaiyou2018.pdf 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

国際教養学部 国際教養学科 

535,800 円 282,000 円 

 

0 円

文学部 人文学科  

法政経学部 法政経学科  

教育学部 学校教員養成課程  

理学部 

数学・情報数理学科  

物理学科  

化学科  

生物学科  

地球科学科  

工学部 総合工学科  

園芸学部 

園芸学科  

応用生命化学科  

緑地環境学科  

食料資源経済学科  

医学部 医学科  

薬学部 
薬学科（６年制）  

薬科学科（４年制）  

看護学部 看護学科  

 

 



  

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 

外部の奨学金の他に大学の基金に基づく奨学金および経済的理由などにより入学料や

授業料を納入することが困難な学生に対し、入学料や授業料の全額または半額を免除及び

徴収猶予する制度を設けている。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

 

キャリア授業として普遍教育の教養展開科目として、現役の企業人を招いた講義やビジ

ネスディベートを取り入れた演習科目を開講している。 

また、学生の進路ニーズを踏まえた進路選択を支援するため、進路指導強化とキャリアサ

ポートとしての就職ガイダンス、就職相談、就職試験対策等を実施している。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

 

4 月初旬に新入生全員に対して「キャンパスライフと健康ガイダンス」を行い、学生生

活における諸注意や相談窓口等の案内をしている。 

また、下記の相談業務等において、カウンセリングや支援方法等の検討を行っている。

 ・メンタルヘルス相談 

・学生相談（なんでも相談） 

・障害学生支援相談 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：千葉大学ホームページ 

        http://www.chiba-u.ac.jp/general/disclosure/teaching/index.html 

 

 




